
 

 

 

 
 

 

              勤労青少年ホーム アーカイブ  

豊橋市勤労者会館の前身・「豊橋市勤労青少年ホーム」 

 

昭和 42（1967）年、市内鍵田町に勤労青少年ホーム旧施設がオープン !! 

 

豊橋市勤労青少年ホームは、昭和 42(1967)年に市内鍵田町に開設されました。その後平成 6(1994)年に神野ふ頭町に新設された「ラ

イフポートとよはし」内に移転し、平成 30(2018)年 3 月までの通算５０年余りの期間、多くの働く若い方々にご利用をいただきまし

た。 

勤労青少年ホームに集まり、そこで知り合い、青春のひとときを楽しみ、有意義にこの施設を利用していただいた方々は総計で数千人

以上になると思います。年を経て、多くの方々が立派な社会人に成長され、地域を支え、親御さんとなって、充実したその後の生活を営

んでみえます。 

 

「ライフポートとよはし」内に移転するまでの、市内鍵田町にあ

った初代の豊橋市勤労青少年ホームですが、この旧施設については、

昭和 42(1967)年 4 月号の市広報(広報とよはし)の記事に新築オ

ープンが紹介されています。 

「働く若い人のオアシス 勤労青少年ホーム完成」という見出し

に続いて「働く青少年が明るく健康な雰囲気と、楽しい交友の中で

社会性を身につけ、教養を高め、のびのびと余暇を過ごすことがで

きるように建てられました。」 と小見出しがつけられ説明されてい

ます。 

 

 

紹介記事からは鍵田町/（旧老人いこいの家跡）に新築した建物が、 

3 階建て・延べ 984 ㎡ (300 坪弱ほど)の大きさで、クラブ活動

では 卓球・音楽・囲碁・将棋 など、またホーム教室(最近では教

養講座)では お花・お茶・料理 などを学べたことが伺えます。 

施設・設備の説明の中では、娯楽室で囲碁・将棋・ステレオが楽

しめ、館内には喫茶コーナーもあったこと、軽運動場 （更衣室もあ

り）では卓球などが楽しめる、とあります。また、相談室では、気

軽なよろず相談が可能で、夜間も常駐する職員が相談員となりまし

た。その他 集会室・和室・講習室・音楽室・図書室・休養室・ロ

ビーがあり、「どの部屋も気軽に利用できますから、みなさんいつで

もいらっしゃい」と呼びかけています。 

 

 

平日の夜間だけではなく土曜日・日曜日も開館しており、いつも

若い人々が集まっていて、誰か仲間がいるホームに気軽に行ける、

そんな雰囲気の施設の在り方をめざしていたのでしょう。   

開設当初のホームでは働く若い人々が、休日や仕事の終わった後に仲間と楽しく寛ぎながら余暇を有意義に過ごすことができる場所を

提供する、ということが運営の趣旨とされ、知識を広め教養を深めるための教養講座は需要に応えながら徐々に充実し、仕事をする若い 

人を育てる施設として、さらにホームが機能してきたという経緯があるようです。 

 

 

豊橋市勤労青少年ホームは、豊橋市労働会館 とともに  

2018.4より“ 豊橋市勤労者会館 ”となりました 

 
広報とよはし 昭和 42(1967)年 4月号 



平成 6(1994)年、神野ふ頭町「ライフポートとよはし」内に移転 

 

昭和 42(1967)年の勤労青少年ホーム開館より 26年を経過し、豊橋市勤労青少年ホー

ムは平成 6(1994)年に神野ふ頭町の広大な造成地の一角に建設された「ライフポートと

よはし」内に移転しました。場所が地理的に大きく変わり、鍵田町時代の利用者を残念な

がら全部引き継ぐことはできませんでしたが、新たに東三河の物流・生産の中心地として

大きく発展する神野臨海部や市内西部・南部に働く勤労青少年を中心に多くの利用需要が

あり、駐車場も広いことから利用者もさらに増え、豊橋市勤労青少年ホームの黄金期を迎

えます。 

世界に通じる太平洋につながる三河湾を臨み、大きく発展する豊橋港に立地する「ライ

フポートとよはし」は、大きな貝殻をイメージしたといわれる斬新な意匠の建築で、その

フォルムからは、元気な豊橋市民の明るい未来への希望が感じられるように思います。 

 

 

 

多くの働く青少年が集った、勤労青少年ホーム 

 

勤労青少年ホームに集まり、親睦を深めながら自己研鑚を積む豊橋の働く若い力は、館

内での活動にとどまらず自主的な企画を立てて、館外での活動も多く手掛けてきました。 

仲間とのひと時を楽しみながらの各種体験や名所訪問を含む社会見学、国内・外国をも

含む他地域の青少年との親善交流、スポーツ系大会や全市的行事への参加など、健全な若

者文化を守りながら地域への協力・融合も忘れないスタンスで、実にいろいろな活動をし

てきました。 

 

▶ バスハイクやレジャースポーツ大会を企画・開催し、楽しみました   

参加者を募ってバスをチャーター、近隣地域から遠方まで各地を訪問し、相互の親睦を

深めながら社会への視野を広げます。毎年 7月の「勤労青少年の日」にはボウリング大会なども催し、若いパワーで大盛り上がりでした。 

 

▶ 「ヤングプラザ・イン・トヨハシ」に参加をしました  

豊橋市主催の若者文化祭として昭和 60(1985)年頃より 5年ほど開催。多数の方々がダンスの発表など多彩な参加をしました。 

 

▶ 設楽町（北設楽郡）との若者交流会が開かれていました  

昭和 60（1985）年ころ、豊橋市・設楽町の町長・助役も交えての交流会を開催し楽しくひと時をすごす機会がありました。数回は続

けられたようです。 

 

▶ タイの若者との交流事業に参加しました   

平成 13(2001)年 7月 31日～8月 1日、JAICA（当時の国際協力事業団、現

在の独立行政法人国際協力機構）による開発途上国の青年を招聘する事業の一環と

してタイ王国の青年 23人が来日、約 4週間の日本滞在（10日間の愛知県滞在）

の内 2日間を豊橋市が協力して一行を受け入れ、市長・議長への表敬訪問、市内各

所の見学、小学校の親善訪問や市電の試乗などの行事に加え、勤労青少年ホーム利

用者会から 20名ほどが参加しての歓迎交流会も催され、若者の国際交流に寄与す

る活動となりました。 

 

▶ 豊橋まつり・市民総踊りへの参加   

毎年のように希望者を募り、そろいの浴衣や法被を用意し、元気に参加していま

した。 

 

  ▶ 他の勤労青少年ホームとの交流 

近隣の勤労青少年ホーム利用者との交流会を通じ、さらに若者間の連帯意識を育

てようという試みもされています。 

若い世代の人々同士、お互いにすぐに打ち解けあって、楽しくひと時をすごす交

流会となったようです。  

 広報とよはし 昭和 51年 3月 1日号 

 広報とよはし昭和 45(1970)年 3月１日号 



  

教養講座・勤労者講座の開催・受講        

 

豊橋市で勤労青少年ホームの利用といえば、まず「講座を受ける」というほど施設利用の比

重を大きく占めてきた「教養講座」でした。 

平成 20(2008）年度では 20 講座（年間延べ 428 回を開講）に延べ 5,800 人を超す受

講利用者があり、平成２９(2017)年度でも 15講座（年間延べ 320回開講）に延べ 3,800

人余の受講利用者がありました。この間 10年ほどの期間に講座数も開講回数も、そして受講

者数も緩やかに減少してきました。 

勤労青少年を受講対象とする教養講座のほか、年代を問わず勤労者が受講できる「勤労者講

座」の開催もあり、平成２９ (2017)年度では多岐にわたるテーマのもとに 3講座が開かれ、

計 70人ほどの受講者が延べ 230回ほどの受講参加をしました。 

みんなが集って楽しく語らいながら未知の世界に挑み、自分自身を育てました。 

 

勤労青少年の施設利用 

 

「ライフポートとよはし」では、勤労青少年ホームと同一の建物内にある労働会館、男女共

同参画センター、教育会館といった施設を、複合館の強みで勤労者・女性、あるいは一般の方々

も含め利用者が一体化して効率的に活用できるように工夫された利用規定設定がされていま

した。(労働会館とともに勤労青少年ホームが勤労者会館となった後もこの一体化利用の考え

方は踏襲されています。) 平成 29 年度では、年間登録した（施設を無料利用できた）勤労青少年は 40 人ほどでしたが、主に音楽室や

軽運動室にてのダンス練習や楽器練習などを目的に、年間にして約 500回ほどの利用があったとみられます。 

 

 

 

時代の経過による利用者や利用状況の変化 

 

昭和 30年代(1965年前後)から昭和 40年代、50年代(1975-1985年前後)ころまでは現在よりはるかに多くの方々が中学・高校

卒で就労していました。地元の学校卒業者に加え、地方から就職してくる方々も多く、こうした若年勤労者の健全育成のための支援政策

として「勤労青少年福祉法」が制定され、そこに謳われる施策の一環として各自治体が勤労青少年ホームを開設し、豊橋市においても運

営がされてきた経緯があります。 

豊橋市勤労青少年ホームが昭和 42(1967)年に開設され、平成 6(1994)年に神野ふ頭町のライフポート豊橋に移転したこのころから

は時代の様相がさらに大きく変わり始め、この施設を利用する勤労青少年の状況も大きく変わってまいりました。勤労青少年ホーム開設

当初は 15歳から 25歳までの働く人々が利用対象者であり、近来のおおむね 40歳ほどまでを勤労青少年としていた考え方とは大きく

かけ離れているものがあります。そして実際の利用者数(施設利用者・講座受講者とも)は、利用最盛期(昭和 50年代頃から平成 10年代

半ば頃)に比べ、随分と減ってきました。 

 

昭和 4０年代(1965 年前後)から平成にかけて、高校卒業者の進学率は大きく増加、また中学校卒就労者はごく少数となり、高校卒就

労者も減る中で、一方では少子化という傾向も顕著に現れて来ています。商業レジャーや ITゲームなどの浸透により青少年の余暇の過ご

し方・娯楽が多様化してきた状況の中では、勤労青少年ホ

ームを利用する若年勤労者数は過去に比べ大きく減少の

傾向にあることは否定できません。 

そして豊橋市での勤労青少年ホームでも利用者の推移

を年齢別構成から見ればやはり３０代から４０代の方々

の利用が目立ち、２０代の方々の利用数が伸びない状態

が続いています。また少年(未成年勤労者)の利用者はこの

１０年以上ほとんどいないという状況でした。 

 

昭和４０年代ころから各地で建設された勤労青少年ホ

ームの建物は建築後40‐50年ほどが経過して耐用年数

に近づき、あるいは耐震強度不足と判断され、設備も老朽

化するケースが多くなっています。利用者数が低減して

いる状況の中、施設が廃止される例が全国的に目立ち、勤

労青少年ホームは全国で確実にその数を減らしました。 

 

 

 

広報とよはし 平成 14年 9月 1日号 

平成 29年 4月期 (ホーム最終年度) 教養講座受講生募集パンフレット 

各種の講座が、安価に受講でき、仲間と共に楽しく過ごしました。 



「勤労青少年福祉法」の大幅改正 

 

こうした中で平成 27(2015)年中に、国内自治体での勤労青少年ホーム設置努力を

掲げていた「勤労青少年福祉法」が大きく改正され、「青少年の雇用の促進に関する法

律」と法律の名称も変わり青少年の雇用対策関連の条項が大きく掲げられた半面、従来

の勤労青少年ホームに関する条項は丸ごと削除された内容となりました。国はこの法律

の意味合いにおいて、従来の勤労青少年の健全育成を後押しする支援趣旨から、多くの

青少年が各々適職に就き自立しながら社会を支えることを目標とする雇用支援の方針

を打ち立てる趣旨への転換が図られました。 

 

 

 

 豊橋市勤労者会館がスタート ! 

 

豊橋市は平成 29年 12月に従来の勤労青少年ホーム設置を定める「ライフポートと

よはし設置条例」を改正する条例案を改正し、平成 30年 3月末日をもってライフポー

トとよはし内に置かれてきた施設「勤労青少年ホーム」を廃止、同じくライフポートと

よはし内に置かれてきた「労働会館」が継承、平成 30 年 4 月 1 日より名称を「勤労

者会館(愛称・ワークピア)」と改称したうえで、勤労青少年向きの利用に留まらず全年

齢の勤労者に広く利用していただける豊橋市の施設として再出発しました。 

 

 

多くの働く青少年が集い、仲間とともに元気に楽しく仲良く過ごす憩いの場として、

ご利用をいただいてきました豊橋市勤労青少年ホームは、昭和 42(1967)年に当初の勤労青少年ホームが市内鍵田町に開設して以来の

50年余の歴史を閉じました。 

 

新しく発足した豊橋市勤労者会館では、他の市施設との使用料や利用条件での不

公平感を解消しつつ、さらに勤労者の利用を促進する運営を模索して、従来の勤労

青少年ホームでの利用者範囲を年齢で上伸ばしする方針が検討され、それが具現化

されています。 

また、時代の変化に対応するため雇用を拡大・促進する事業を行う団体も利用対

象者に加えられ新たな施設利用の拡大も期待されます。 

 

さらに多くの働く方々の自主的活動の拠点としてご利用していただけるよう、関

係者のみなさまにお知らせし、お願いしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ご注意ください 

 右の「勤労者会館ワークピアのご案内」に掲載されている利用料金は、平成 30年 4月 1日 

現在のものです。最新の利用料金額は、ホームページ等でご確認ください。 

 

  

勤労青少年ホームを取り巻く環境変化の

中で、平成 15(2003)年には 14 館(豊橋・

西尾・三好・岡崎・蒲郡・稲沢・祖父江・瀬

戸・犬山・高浜・新城・尾張旭・豊田・春日

井)を数えた愛知県内の勤労青少年ホームは、 

平成 23(2011)年には 11館 

平成 26(2014)年には 9館、 

さらに平成 27(2015)年度には 7 館と減

少、平成 30(2018)年 10 月現在では 5 館

(瀬戸・春日井・犬山・新城・稲沢祖父江)が勤

労青少年ホームの名を留め、その事業を継続

しています。 

ほかに、類似施設として公益財団法人が運

営する勤労者生活支援施設「あすて」(豊田市)

が活動を続けています。 

 

 

平成 30年 3月 4日 最終ホーム祭 (開催済) 

ご案内パンフレット(手作りスイーツ引換券付き) 


